
当院で地域医療研修を行った、岩手県立中部
病院研修医4名（田付駿介君、大浦慎之介君、
菊池吾子さん、岡本好生君）、北上済生会病院
研修医1名（大森大輔君）の計5名の研修成果
報告会が、中部病院伊藤達朗院長、中野達也統
括副院長、田村乾一副院長、北上済生会病院柴
内一夫副院長、佐藤嘉洋副院長、草野修司小児
科長のご出席のもとで10月30日に行われまし
た。5名の研修医は１カ月間の研修を振り返り、
自ら考えた当院での研修目的、経験症例・手技
数、印象に残った症例など、熱心に報告してく
れました。全員が目的を達成してくれ、研修内
容も充実し、発表態度も立派でした。高齢者医
療、資源の少ない中での救急医療、特に急性期
病院に患者さんを送る側の経験、患者さんを地
域に返す包括ケア医療、委員会やカンファラン
スへの参加による病院管理や小病院ならではの
チーム医療など、基幹病院では経験できない医
療の多くの側面をたっぷり体験してもらいまし
た。我々にとっても、最新医療の知見を教えて
もらうなど、いろいろ刺激を受け、まさに共育
の楽しい毎日でした。各人の発表後、小原院長
から講評と終了証書の授与がなされ、記念撮影
後、恒例のおもてなし慰労懇親会が賑やかに、
かつ出来るだけ蜜を避けながら開催されました。
いつか当院で一緒に働けることを夢に見つつ、
5名の研修医諸君の今後の発展を祈ります。

岩手県立中部病院並びに北上済
生会病院地域医療研修成果報告会
開催

総括院長 北村 道彦

報告会終了後、一瞬だけマスクを外して記念撮影

小原院長より5名の発表者に修了証書が手渡されました

発表の様子

「市立横手病院地域医療連携セミ
ナー」に参加して

院長 小原 眞

11月4日（水）に開催された「市立横手病院
地域医療連携セミナー」に参加させていただき
ました。内外から多数の参加がありましたが、
十分な間隔を保つなど万全の感染対策を取って
おられ、安心して参加することができました。
丹羽誠院長先生にもお目にかかり、快くお出迎
えいただきました。冒頭のご挨拶では、病院の
改修工事の件や新型コロナウィルス感染症に対

R2.11.4 市立横手病院医療連携セミ
ナーに参加しました

発表前の面々中部病院の伊藤院長先
生より開会の挨拶

活発な質疑応答が行わ
れました
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する対策等についてお話しがあり、日頃の
ご苦労やご活躍ぶりなどを知ることができ
ました。
地域医療連携室より、「令和元年度地域

医療連携室実績」「院内がん登録」につい
ての報告がありました。診療の紹介は
2,629件を数え、さらに逆紹介は2,744件
にも及び、地域の医療機関との強い結びつ
きを実感しました。当院からも多くの患者
を引き受けていただいており、感謝申し上
げたいと思います。院内がん登録において
も、とても詳細なデータ管理を行っており、
診断から治療に至るまできめ細かな診療体
制を整えていることが分かりました。
セミナーのセッションでは、「新型コロ

ナウィルス感染症 当院における検査・治
療の経験」と題して、感染対策室長（診療
部長兼循環器内科科長）の和泉千香子先生
よりご講演いただきました。市立横手病院
は2類感染症指定病院に指定されており、
新型コロナウィルス感染疑い患者の診察・
検査・治療まで行っているとのことでした。
新型コロナウィルス感染症についての基礎

的な知識から始まり、横手病院での検査・治
療の実績を紹介したいただき、とても有意義
なお話でした。当院でも「行政検査委託医療
機関」「診療・検査医療機関」として県から
指定を受け検査体制を整えており、今後の体
制を維持するにあたり大変参考となるご講演
でした。
今回この会に参加して、市立横手病院と地

域の医療機関との強い信頼関係を確認するこ
とができました。また、県をまたぐ当院に
とっても、とても重要な関係にあることを再
確認しました。これからもこの良好な関係を
保ちながら、地域医療の質の向上に努めて参
りたいと考えています。今後ともよろしくお
願い致します。
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2020年10月から赴任致しました赤坂祐一郎です。
岩手医科大学 腎・高血圧内科に所属しておりますが、
奨学金の関係で当院へお世話になる事となりました。
今までは中核病院で腎臓内科として勤務してきまし
たが、地域医療では専門性より全般的な内科的知識
が必要になる為、まだ慣れていない部分が正直多い
です。勤務予定は1年間となっていますが、当院で
経験した事を今後の医師人生で生かせるよう、精進
していきたいと思います。

新任医師の紹介

内科医長 赤坂 祐一郎

赤坂祐一郎内科医長。内科の入院・外来を担
当しています。


